
毎
週
火
・
金
曜
日
発
行
（
当
日
が
休
日
に
当
た
る
と
き
は
、
休
日
の
翌
日
）
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県
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す
る
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例

四

○
福
島
県
水
産
業
協
同
組
合
法
施
行
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

四

○
福
島
県
漁
業
権
免
許
申
請
等
手
数
料
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

五

○
福
島
空
港
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

五

条

例

福
島
県
職
員
恩
給
通
算
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
、
知
事
等
の
損
害
賠
償
責
任
の
一
部
免
責
に

関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
、
福
島
県
情
報
公
開
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
、
福
島
県

行
政
手
続
に
お
け
る
特
定
の
個
人
を
識
別
す
る
た
め
の
番
号
の
利
用
等
に
関
す
る
法
律
施
行
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
、
福
島
県
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
特
別
資
金
基
金
条
例
、
福
島
ロ
ボ
ッ
ト
テ

ス
ト
フ
ィ
ー
ル
ド
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
、
福
島
県
職
業
能
力
開
発
促
進
法
に
基
づ
く
職
業
訓

練
の
基
準
等
を
定
め
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
、
福
島
県
肥
料
登
録
申
請
等
手
数
料
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
、
福
島
県
水
産
業
協
同
組
合
法
施
行
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
、
福
島
県
漁

業
権
免
許
申
請
等
手
数
料
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
及
び
福
島
空
港
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

令
和
二
年
十
月
十
三
日

福
島
県
知
事

内

堀

雅

雄

福
島
県
条
例
第
四
十
五
号

福
島
県
職
員
恩
給
通
算
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

福
島
県
職
員
恩
給
通
算
条
例
（
昭
和
三
十
二
年
福
島
県
条
例
第
三
十
四
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に

改
正
す
る
。

第
一
条
第
三
項
第
十
号
中
「
第
八
十
五
条
第
六
項
」
を
「
第
百
三
十
七
条
第
六
項
」
に
、
「
第
百
十

一
条
」
を
「
第
百
五
十
一
条
」
に
改
め
、
「
連
合
海
区
漁
業
調
整
委
員
会
の
書
記
」
の
下
に
「
、
同
法

第
百
五
十
六
条
で
準
用
す
る
同
法
第
百
三
十
七
条
第
六
項
の
規
定
に
よ
り
置
か
れ
る
広
域
漁
業
調
整
委

員
会
の
書
記
」
を
加
え
、
「
第
百
三
十
二
条
」
を
「
第
百
七
十
三
条
」
に
改
め
る
。

附

則

こ
の
条
例
は
、
令
和
二
年
十
二
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
職
員
業
務
課
福
利
厚
生
室
）

福
島
県
条
例
第
四
十
六
号

知
事
等
の
損
害
賠
償
責
任
の
一
部
免
責
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

知
事
等
の
損
害
賠
償
責
任
の
一
部
免
責
に
関
す
る
条
例
（
令
和
二
年
福
島
県
条
例
第
三
十
七
号
）
の

一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
二
条
第
一
号
イ
中
「
、
監
査
委
員
又
は
海
区
漁
業
調
整
委
員
会
の
委
員
」
を
「
又
は
監
査
委
員
」

に
改
め
、
同
号
ウ
中
「
収
用
委
員
会
の
委
員
」
の
下
に
「
、
海
区
漁
業
調
整
委
員
会
の
委
員
」
を
加
え

る
。

附

則

こ
の
条
例
は
、
令
和
二
年
十
二
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
職
員
業
務
課
福
利
厚
生
室
）

福
島
県
条
例
第
四
十
七
号

福
島
県
情
報
公
開
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

福
島
県
情
報
公
開
条
例
（
平
成
十
二
年
福
島
県
条
例
第
五
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
三
十
七
条
中
「
第
五
十
条
第
一
項
」
を
「
第
二
十
条
第
一
項
に
規
定
す
る
漁
獲
割
当
管
理
原
簿
及

び
同
法
第
百
十
七
条
第
一
項
」
に
改
め
る
。

附

則

こ
の
条
例
は
、
令
和
二
年
十
二
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
文
書
法
務
課
）

福
島
県
条
例
第
四
十
八
号

福
島
県
行
政
手
続
に
お
け
る
特
定
の
個
人
を
識
別
す
る
た
め
の
番
号
の
利
用
等
に
関
す

る
法
律
施
行
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

福
島
県
行
政
手
続
に
お
け
る
特
定
の
個
人
を
識
別
す
る
た
め
の
番
号
の
利
用
等
に
関
す
る
法
律
施
行
───────────────────────────────────────────────────────────
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条
例
（
平
成
二
十
六
年
福
島
県
条
例
第
九
十
二
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

別
表
第
一
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

別
表
第
一
（
第
四
条
関
係
）

執
行
機
関

事
務

知
事

一

感
染
症
の
予
防
及
び
感
染
症
の
患
者
に
対
す
る
医
療
に
関
す
る
法

律
（
平
成
十
年
法
律
第
百
十
四
号
）
に
よ
る
費
用
の
負
担
又
は
療
養

費
の
支
給
に
関
す
る
事
務
で
主
務
省
令
で
定
め
る
も
の
に
準
ず
る
肝

炎
の
医
療
費
助
成
に
係
る
事
務
で
あ
っ
て
規
則
で
定
め
る
も
の

二

高
等
学
校
等
就
学
支
援
金
の
支
給
に
関
す
る
法
律
（
平
成
二
十
二

年
法
律
第
十
八
号
）
に
よ
る
就
学
支
援
金
の
支
給
に
関
す
る
事
務
で

主
務
省
令
で
定
め
る
も
の
に
準
ず
る
学
び
直
し
支
援
金
の
支
給
に
係

る
事
務
で
あ
っ
て
規
則
で
定
め
る
も
の

三

独
立
行
政
法
人
日
本
学
生
支
援
機
構
法
（
平
成
十
五
年
法
律
第
九

十
四
号
）
に
よ
る
学
資
の
貸
与
及
び
支
給
に
関
す
る
事
務
で
主
務
省

令
で
定
め
る
も
の
に
準
ず
る
専
攻
科
修
学
支
援
金
の
支
給
に
係
る
事

務
で
あ
っ
て
規
則
で
定
め
る
も
の

四

高
等
学
校
等
就
学
支
援
金
の
支
給
に
関
す
る
法
律
に
よ
る
就
学
支

援
金
の
支
給
に
関
す
る
事
務
で
主
務
省
令
で
定
め
る
も
の
に
準
ず
る

専
攻
科
修
学
支
援
金
の
支
給
に
係
る
事
務
で
あ
っ
て
規
則
で
定
め
る

も
の

教
育
委
員
会

一

特
別
支
援
学
校
へ
の
就
学
奨
励
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
二
十
九
年

法
律
第
百
四
十
四
号
）
第
二
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
県
が
支
弁
す

る
経
費
以
外
の
経
費
で
、
同
法
の
趣
旨
に
基
づ
き
県
が
支
弁
す
る
特

別
支
援
教
育
就
学
奨
励
費
に
関
す
る
事
務
で
主
務
省
令
で
定
め
る
も

の
に
準
ず
る
特
別
支
援
学
校
へ
の
就
学
の
た
め
必
要
な
経
費
の
支
弁

に
係
る
事
務
で
あ
っ
て
教
育
委
員
会
規
則
で
定
め
る
も
の

二

高
等
学
校
等
就
学
支
援
金
の
支
給
に
関
す
る
法
律
に
よ
る
就
学
支

援
金
の
支
給
に
関
す
る
事
務
で
主
務
省
令
で
定
め
る
も
の
に
準
ず
る

学
び
直
し
へ
の
支
援
金
の
支
給
に
係
る
事
務
で
あ
っ
て
教
育
委
員
会

規
則
で
定
め
る
も
の

三

独
立
行
政
法
人
日
本
学
生
支
援
機
構
法
に
よ
る
学
資
の
貸
与
及
び

支
給
に
関
す
る
事
務
で
主
務
省
令
で
定
め
る
も
の
に
準
ず
る
専
攻
科

修
学
支
援
金
の
支
給
に
係
る
事
務
で
あ
っ
て
教
育
委
員
会
規
則
で
定

め
る
も
の

四

高
等
学
校
等
就
学
支
援
金
の
支
給
に
関
す
る
法
律
に
よ
る
就
学
支

援
金
の
支
給
に
関
す
る
事
務
で
主
務
省
令
で
定
め
る
も
の
に
準
ず
る

専
攻
科
修
学
支
援
金
の
支
給
に
係
る
事
務
で
あ
っ
て
教
育
委
員
会
規

則
で
定
め
る
も
の

五

高
等
学
校
等
就
学
支
援
金
の
支
給
に
関
す
る
法
律
第
六
条
第
一
項

の
規
定
に
よ
り
知
事
が
支
給
す
る
経
費
以
外
の
経
費
で
、
同
法
の
趣

旨
に
基
づ
き
知
事
が
支
給
す
る
高
等
学
校
等
就
学
支
援
金
に
関
す
る

事
務
で
主
務
省
令
で
定
め
る
も
の
に
準
ず
る
奨
学
給
付
金
の
支
給
に

係
る
事
務
で
あ
っ
て
教
育
委
員
会
規
則
で
定
め
る
も
の

別
表
第
二
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

別
表
第
二
（
第
四
条
関
係
）

執
行
機
関

事
務

特
定
個
人
情
報

知
事

一

高
等
学
校
等
就
学
支
援
金
の
支

高
等
学
校
等
就
学
支
援
金
の

給
に
関
す
る
法
律
に
よ
る
就
学
支

支
給
に
関
す
る
法
律
に
よ
る
高

援
金
の
支
給
に
関
す
る
事
務
で
主

等
学
校
等
へ
の
就
学
の
た
め
必

務
省
令
で
定
め
る
も
の
に
準
ず
る

要
な
経
費
の
支
給
に
関
す
る
情

学
び
直
し
支
援
金
の
支
給
に
係
る

報
で
あ
っ
て
規
則
で
定
め
る
も

事
務
で
あ
っ
て
規
則
で
定
め
る
も

の

の
二

独
立
行
政
法
人
日
本
学
生
支
援

独
立
行
政
法
人
日
本
学
生
支

機
構
法
に
よ
る
学
資
の
貸
与
及
び

援
機
構
法
に
よ
る
学
資
の
貸
与

支
給
に
関
す
る
事
務
で
主
務
省
令

及
び
支
給
の
た
め
必
要
な
情
報

で
定
め
る
も
の
に
準
ず
る
専
攻
科

で
あ
っ
て
規
則
で
定
め
る
も
の

修
学
支
援
金
の
支
給
に
係
る
事
務

で
あ
っ
て
規
則
で
定
め
る
も
の

三

高
等
学
校
等
就
学
支
援
金
の
支

高
等
学
校
等
就
学
支
援
金
の

給
に
関
す
る
法
律
に
よ
る
就
学
支

支
給
に
関
す
る
法
律
に
よ
る
高

援
金
の
支
給
に
関
す
る
事
務
で
主

等
学
校
等
へ
の
就
学
の
た
め
必

───────────────────────────────────────────────────────────
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務
省
令
で
定
め
る
も
の
に
準
ず
る

要
な
経
費
の
支
給
に
関
す
る
情

専
攻
科
修
学
支
援
金
の
支
給
に
係

報
で
あ
っ
て
規
則
で
定
め
る
も

る
事
務
で
あ
っ
て
規
則
で
定
め
る

の

も
の

教
育
委
員
会

一

特
別
支
援
学
校
へ
の
就
学
奨
励

特
別
支
援
学
校
へ
の
就
学
奨

に
関
す
る
法
律
第
二
条
第
一
項
の

励
に
関
す
る
法
律
に
よ
る
特
別

規
定
に
よ
り
県
が
支
弁
す
る
経
費

支
援
学
校
へ
の
就
学
の
た
め
必

以
外
の
経
費
で
、
同
法
の
趣
旨
に

要
な
経
費
の
支
弁
に
関
す
る
情

基
づ
き
県
が
支
弁
す
る
特
別
支
援

報
で
あ
っ
て
教
育
委
員
会
規
則

教
育
就
学
奨
励
費
に
関
す
る
事
務

で
定
め
る
も
の

で
主
務
省
令
で
定
め
る
も
の
に
準

ず
る
特
別
支
援
学
校
へ
の
就
学
の

た
め
必
要
な
経
費
の
支
弁
に
係
る

事
務
で
あ
っ
て
教
育
委
員
会
規
則

で
定
め
る
も
の

二

高
等
学
校
等
就
学
支
援
金
の
支

高
等
学
校
等
就
学
支
援
金
の

給
に
関
す
る
法
律
に
よ
る
就
学
支

支
給
に
関
す
る
法
律
に
よ
る
高

援
金
の
支
給
に
関
す
る
事
務
で
主

等
学
校
等
へ
の
就
学
の
た
め
必

務
省
令
で
定
め
る
も
の
に
準
ず
る

要
な
経
費
の
支
給
に
関
す
る
情

学
び
直
し
へ
の
支
援
金
の
支
給
に

報
で
あ
っ
て
教
育
委
員
会
規
則

係
る
事
務
で
あ
っ
て
教
育
委
員
会

で
定
め
る
も
の

規
則
で
定
め
る
も
の

三

独
立
行
政
法
人
日
本
学
生
支
援

独
立
行
政
法
人
日
本
学
生
支

機
構
法
に
よ
る
学
資
の
貸
与
及
び

援
機
構
法
に
よ
る
学
資
の
貸
与

支
給
に
関
す
る
事
務
で
主
務
省
令

及
び
支
給
の
た
め
必
要
な
情
報

で
定
め
る
も
の
に
準
ず
る
専
攻
科

で
あ
っ
て
教
育
委
員
会
規
則
で

修
学
支
援
金
の
支
給
に
係
る
事
務

定
め
る
も
の

で
あ
っ
て
教
育
委
員
会
規
則
で
定

め
る
も
の

四

高
等
学
校
等
就
学
支
援
金
の
支

高
等
学
校
等
就
学
支
援
金
の

給
に
関
す
る
法
律
に
よ
る
就
学
支

支
給
に
関
す
る
法
律
に
よ
る
高

援
金
の
支
給
に
関
す
る
事
務
で
主

等
学
校
等
へ
の
就
学
の
た
め
必

務
省
令
で
定
め
る
も
の
に
準
ず
る

要
な
経
費
の
支
給
に
関
す
る
情

専
攻
科
修
学
支
援
金
の
支
給
に
係

報
で
あ
っ
て
教
育
委
員
会
規
則

る
事
務
で
あ
っ
て
教
育
委
員
会
規

で
定
め
る
も
の

則
で
定
め
る
も
の

五

高
等
学
校
等
就
学
支
援
金
の
支

高
等
学
校
等
就
学
支
援
金
の

給
に
関
す
る
法
律
第
六
条
第
一
項

支
給
に
関
す
る
法
律
に
よ
る
高

の
規
定
に
よ
り
知
事
が
支
給
す
る

等
学
校
等
へ
の
就
学
の
た
め
必

経
費
以
外
の
経
費
で
、
同
法
の
趣

要
な
経
費
の
支
給
に
関
す
る
情

旨
に
基
づ
き
知
事
が
支
給
す
る
高

報
で
あ
っ
て
教
育
委
員
会
規
則

等
学
校
等
就
学
支
援
金
に
関
す
る

で
定
め
る
も
の

事
務
で
主
務
省
令
で
定
め
る
も
の

に
準
ず
る
奨
学
給
付
金
の
支
給
に

係
る
事
務
で
あ
っ
て
教
育
委
員
会

規
則
で
定
め
る
も
の

附

則

こ
の
条
例
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
情
報
政
策
課
）

福
島
県
条
例
第
四
十
九
号

福
島
県
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
特
別
資
金
基
金
条
例

（
設
置
）

第
一
条

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
（
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
を
指
定
感
染
症
と
し
て
定

め
る
等
の
政
令
（
令
和
二
年
政
令
第
十
一
号
）
第
一
条
に
規
定
す
る
も
の
を
い
う
。
）
に
よ
り
事
業

活
動
に
影
響
を
受
け
た
中
小
企
業
者
の
資
金
繰
り
を
支
援
す
る
事
業
に
要
す
る
資
金
を
積
み
立
て
る

た
め
、
地
方
自
治
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
六
十
七
号
）
第
二
百
四
十
一
条
第
一
項
の
規
定
に
基

づ
き
、
福
島
県
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
特
別
資
金
基
金
（
以
下
「
基
金
」
と
い
う
。
）
を
設
置

す
る
。

（
積
立
て
）

第
二
条

基
金
と
し
て
積
み
立
て
る
額
は
、
毎
会
計
年
度
の
一
般
会
計
の
歳
出
予
算
の
定
め
る
と
こ
ろ

に
よ
る
。

（
管
理
）

第
三
条

基
金
に
属
す
る
現
金
は
、
金
融
機
関
へ
の
預
金
そ
の
他
最
も
確
実
か
つ
有
利
な
方
法
に
よ
り

保
管
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

基
金
に
属
す
る
現
金
は
、
必
要
に
応
じ
、
最
も
確
実
か
つ
有
利
な
有
価
証
券
に
代
え
る
こ
と
が
で

き
る
。

（
繰
替
運
用
）

第
四
条

知
事
は
、
財
政
上
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
確
実
な
繰
戻
し
の
方
法
、
期
間
そ
の
他

必
要
な
事
項
を
定
め
て
、
基
金
に
属
す
る
現
金
を
歳
入
歳
出
に
属
す
る
現
金
に
繰
り
替
え
て
運
用
す

る
こ
と
が
で
き
る
。
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（
純
益
金
の
処
理
）

第
五
条

基
金
の
管
理
か
ら
生
じ
た
収
益
の
額
が
基
金
の
管
理
に
要
し
た
経
費
の
額
を
超
過
し
た
場
合

に
お
け
る
そ
の
超
過
す
る
額
に
相
当
す
る
額
は
、
こ
れ
を
基
金
に
編
入
す
る
も
の
と
す
る
。

（
益
金
等
を
計
上
す
べ
き
予
算
）

第
六
条

基
金
の
管
理
か
ら
生
ず
る
収
益
及
び
基
金
の
管
理
に
要
す
る
経
費
を
計
上
す
べ
き
予
算
は
、

一
般
会
計
の
歳
入
歳
出
予
算
と
す
る
。

（
委
任
）

第
七
条

こ
の
条
例
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
基
金
の
管
理
そ
の
他
こ
の
条
例
の
施
行
に
関
し
必
要
な

事
項
は
、
知
事
が
定
め
る
。

附

則

１

こ
の
条
例
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

２

こ
の
条
例
は
、
令
和
八
年
三
月
三
十
一
日
限
り
、
そ
の
効
力
を
失
う
。

（
経
営
金
融
課
）

福
島
県
条
例
第
五
十
号

福
島
ロ
ボ
ッ
ト
テ
ス
ト
フ
ィ
ー
ル
ド
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

福
島
ロ
ボ
ッ
ト
テ
ス
ト
フ
ィ
ー
ル
ド
条
例
（
平
成
三
十
年
福
島
県
条
例
第
六
十
三
号
）
の
一
部
を
次

の
よ
う
に
改
正
す
る
。

別
表
二
の
表
通
信
塔
附
属
設
備
（
規
則
で
定
め
る
も
の
。
）
の
項
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

緩
衝
ネ
ッ
ト
付
飛
行
場
附
属

規
則
で
定
め
る
使
用
単
位

二
四
、
二
〇
〇
円
の
範
囲
内
で

設
備
（
規
則
で
定
め
る
も
の
。
）

規
則
で
定
め
る
額

風
洞
棟
附
属
設
備
（
規
則
で

規
則
で
定
め
る
使
用
単
位

五
一
、
七
〇
〇
円
の
範
囲
内
で

定
め
る
も
の
。
）

規
則
で
定
め
る
額

附

則

こ
の
条
例
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
産
業
創
出
課
ロ
ボ
ッ
ト
産
業
推
進
室
）

福
島
県
条
例
第
五
十
一
号

福
島
県
職
業
能
力
開
発
促
進
法
に
基
づ
く
職
業
訓
練
の
基
準
等
を
定
め
る
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例

福
島
県
職
業
能
力
開
発
促
進
法
に
基
づ
く
職
業
訓
練
の
基
準
等
を
定
め
る
条
例
（
昭
和
二
十
四
年
福

島
県
条
例
第
百
一
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
五
条
第
三
号
中
「
に
よ
り
」
の
下
に
「
、
必
要
に
応
じ
て
」
を
加
え
、
「
及
び
」
を
「
若
し
く
は
」

に
改
め
、
「
面
接
指
導
」
の
下
に
「
又
は
そ
の
両
方
」
を
加
え
る
。

第
六
条
第
三
号
中
「
と
す
る
」
を
削
り
、
「
に
よ
り
」
の
下
に
「
、
必
要
に
応
じ
て
」
を
加
え
、
「
を

行
う
ほ
か
、
必
要
に
応
じ
て
」
を
「
若
し
く
は
」
に
改
め
、
「
面
接
指
導
」
の
下
に
「
又
は
そ
の
両
方
」

を
加
え
る
。

第
七
条
中
第
三
号
か
ら
第
八
号
ま
で
を
一
号
ず
つ
繰
り
下
げ
、
第
二
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

三

訓
練
の
実
施
方
法

通
信
の
方
法
に
よ
っ
て
も
行
う
こ
と
が
で
き
る
こ
と
。
こ
の
場
合
に
お
い

て
は
、
適
切
と
認
め
ら
れ
る
方
法
に
よ
り
、
必
要
に
応
じ
て
添
削
指
導
若
し
く
は
面
接
指
導
又
は

そ
の
両
方
を
行
う
こ
と
。

第
八
条
第
三
号
中
「
と
す
る
」
を
削
り
、
「
に
よ
り
」
の
下
に
「
、
必
要
に
応
じ
て
」
を
加
え
、
「
を

行
う
ほ
か
、
必
要
に
応
じ
て
」
を
「
若
し
く
は
」
に
改
め
、
「
面
接
指
導
」
の
下
に
「
又
は
そ
の
両
方
」

を
加
え
る
。

附

則

１

こ
の
条
例
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

２

こ
の
条
例
の
施
行
の
日
前
に
公
共
職
業
能
力
開
発
施
設
が
実
施
し
た
職
業
訓
練
で
あ
っ
て
、
知
事

が
適
当
と
認
め
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
改
正
後
の
第
五
条
第
三
号
、
第
六
条
第
三
号
、
第
七
条
第
三

号
又
は
第
八
条
第
三
号
の
規
定
に
よ
る
訓
練
の
実
施
方
法
の
基
準
を
満
た
し
た
職
業
訓
練
と
み
な
す
。

（
産
業
人
材
育
成
課
）

福
島
県
条
例
第
五
十
二
号

福
島
県
肥
料
登
録
申
請
等
手
数
料
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

福
島
県
肥
料
登
録
申
請
等
手
数
料
条
例
（
平
成
十
二
年
福
島
県
条
例
第
九
十
九
号
）
の
一
部
を
次
の

よ
う
に
改
正
す
る
。

第
一
条
中
「
肥
料
取
締
法
」
を
「
肥
料
の
品
質
の
確
保
等
に
関
す
る
法
律
」
に
、
「
又
は
第
二
項
」

を
「
又
は
第
三
項
」
に
改
め
る
。

附

則

こ
の
条
例
は
、
令
和
二
年
十
二
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
環
境
保
全
農
業
課
）

福
島
県
条
例
第
五
十
三
号

福
島
県
水
産
業
協
同
組
合
法
施
行
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

福
島
県
水
産
業
協
同
組
合
法
施
行
条
例
（
平
成
十
二
年
福
島
県
条
例
第
百
十
九
号
）
の
一
部
を
次
の

よ
う
に
改
正
す
る
。

第
三
条
第
一
項
中
「
第
三
十
四
条
の
二
第
三
項
」
を
「
第
三
十
四
条
の
二
第
四
項
」
に
、
「
第
四
十

七
条
の
四
第
二
項
」
を
「
第
四
十
七
条
の
三
第
二
項
」
に
改
め
る
。

第
五
条
第
四
号
中
「
第
四
十
七
条
の
三
第
二
項
」
を
「
第
四
十
七
条
の
二
第
二
項
」
に
改
め
る
。

第
八
条
第
一
号
中
「
法
第
百
一
条
の
規
定
に
よ
る
」
を
削
り
、
同
条
第
二
号
中
「
法
第
百
六
条
の
規

定
に
よ
る
」
を
削
り
、
同
条
第
三
号
中
「
法
第
百
七
条
の
規
定
に
よ
る
合
併
の
場
合
の
登
記
」
を
「
合

併
の
登
記
」
に
改
め
、
同
条
第
四
号
中
「
法
第
百
九
条
の
規
定
に
よ
る
」
を
削
る
。

附

則

こ
の
条
例
は
、
令
和
二
年
十
二
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
水

産

課
）
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福
島
県
条
例
第
五
十
四
号

福
島
県
漁
業
権
免
許
申
請
等
手
数
料
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

福
島
県
漁
業
権
免
許
申
請
等
手
数
料
条
例
（
平
成
十
二
年
福
島
県
条
例
第
百
二
十
号
）
の
一
部
を
次

の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
一
条
の
表
一
の
項
中
「
第
十
条
」
を
「
第
六
十
九
条
」
に
改
め
、
同
表
二
の
項
中
「
第
十
四
条
第

四
項
（
同
条
第
七
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
」
を
「
第
七
十
二
条
第
六
項
」
に
改
め
、

同
表
三
の
項
中
「
第
二
十
二
条
第
一
項
」
を
「
第
七
十
六
条
第
一
項
」
に
改
め
、
同
表
四
の
項
中
「
第

二
十
四
条
第
二
項
」
を
「
第
七
十
八
条
第
二
項
」
に
、
「
定
置
漁
業
権
又
は
区
画
漁
業
権
」
を
「
個
別

漁
業
権
」
に
改
め
、
同
表
五
の
項
中
「
第
二
十
六
条
第
一
項
た
だ
し
書
」
を
「
第
七
十
九
条
第
一
項
た

だ
し
書
」
に
、
「
定
置
漁
業
権
又
は
区
画
漁
業
権
」
を
「
個
別
漁
業
権
」
に
改
め
、
同
表
六
の
項
中
「
第

三
十
六
条
第
一
項
（
同
条
第
四
項
」
を
「
第
八
十
八
条
第
一
項
（
同
条
第
五
項
」
に
改
め
、
同
表
七
の

項
及
び
八
の
項
中
「
第
六
十
五
条
第
一
項
又
は
第
六
十
六
条
第
一
項
」
を
「
第
五
十
七
条
第
一
項
又
は

第
百
十
九
条
第
一
項
」
に
改
め
る
。

附

則

こ
の
条
例
は
、
令
和
二
年
十
二
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
水

産

課
）

福
島
県
条
例
第
五
十
五
号

福
島
空
港
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

福
島
空
港
条
例
（
平
成
四
年
福
島
県
条
例
第
百
一
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
四
条
に
次
の
二
項
を
加
え
る
。

２

知
事
は
、
前
項
の
者
に
対
し
、
航
空
機
に
よ
る
空
港
の
使
用
に
つ
い
て
空
港
管
理
上
必
要
な
指
示

を
し
、
又
は
条
件
を
附
す
こ
と
が
で
き
る
。

３

知
事
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
る
指
示
又
は
条
件
に
違
反
し
た
者
に
対
し
て
、
空
港
管
理
上
必
要
な

限
度
に
お
い
て
、
空
港
の
使
用
の
停
止
そ
の
他
必
要
な
措
置
を
命
ず
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
二
十
二
条
第
一
号
中
「
第
四
条
」
を
「
第
四
条
第
一
項
」
に
改
め
る
。

附
則
第
二
項
中
「
平
成
三
十
三
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
」
を
「
令
和
六
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

の
間
（
令
和
二
年
四
月
一
日
か
ら
令
和
四
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
を
除
く
。
）
」
に
改
め
る
。

附
則
第
三
項
中
「
当
分
の
間
」
の
下
に
「
（
令
和
二
年
四
月
一
日
か
ら
令
和
四
年
三
月
三
十
一
日
ま

で
の
間
を
除
く
。
）
」
を
加
え
る
。

附
則
第
四
項
中
「
平
成
三
十
三
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
期
間
中
」
を
「
令
和
六
年
三
月
三
十
一
日

ま
で
の
期
間
（
令
和
二
年
四
月
一
日
か
ら
令
和
四
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
を
除
く
。
）
中
」
に
改

め
る
。

附
則
第
十
二
項
中
「
平
成
三
十
三
年
三
月
三
十
一
日
」
を
「
令
和
六
年
三
月
三
十
一
日
」
に
改
め
、

同
項
を
附
則
第
十
四
項
と
す
る
。

附
則
第
十
一
項
中
「
平
成
三
十
三
年
三
月
三
十
一
日
」
を
「
令
和
六
年
三
月
三
十
一
日
」
に
改
め
、

同
項
を
附
則
第
十
三
項
と
す
る
。

附
則
第
十
項
中
「
平
成
三
十
三
年
三
月
三
十
一
日
」
を
「
令
和
六
年
三
月
三
十
一
日
」
に
改
め
、
同

項
を
附
則
第
十
二
項
と
す
る
。

附
則
第
九
項
中
「
平
成
三
十
三
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
」
を
「
令
和
六
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

の
間
（
令
和
二
年
四
月
一
日
か
ら
令
和
四
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
を
除
く
。
）
」
に
改
め
、
同
項

を
附
則
第
十
項
と
し
、
同
項
の
次
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

第
十
七
条
第
一
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
令
和
二
年
四
月
一
日
か
ら
令
和
四
年
三
月
三
十
一
日

11
ま
で
の
間
は
、
国
内
航
空
機
に
係
る
停
留
料
は
、
徴
収
し
な
い
。

附
則
第
八
項
中
「
平
成
三
十
三
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
」
を
「
令
和
六
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

の
間
（
令
和
二
年
四
月
一
日
か
ら
令
和
四
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
を
除
く
。
）
」
に
改
め
、
同
項

を
附
則
第
九
項
と
す
る
。

附
則
第
七
項
中
「
平
成
三
十
三
年
三
月
三
十
一
日
」
を
「
令
和
六
年
三
月
三
十
一
日
」
に
改
め
、
同

項
を
附
則
第
八
項
と
す
る
。

附
則
第
六
項
中
「
平
成
三
十
三
年
三
月
三
十
一
日
」
を
「
令
和
六
年
三
月
三
十
一
日
」
に
改
め
、
同

項
を
附
則
第
七
項
と
す
る
。

附
則
第
五
項
中
「
平
成
三
十
三
年
三
月
三
十
一
日
」
を
「
令
和
六
年
三
月
三
十
一
日
」
に
改
め
、
同

項
を
附
則
第
六
項
と
し
、
附
則
第
四
項
の
次
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

５

第
十
七
条
第
一
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
令
和
二
年
四
月
一
日
か
ら
令
和
四
年
三
月
三
十
一
日

ま
で
の
間
は
、
国
内
航
空
機
に
係
る
着
陸
料
は
、
徴
収
し
な
い
。

附

則

こ
の
条
例
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
第
四
条
に
二
項
を
加
え
る
改
正
規
定
及
び
第

二
十
二
条
の
改
正
規
定
は
、
公
布
の
日
か
ら
起
算
し
て
一
月
を
経
過
し
た
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
港
湾
課
空
港
施
設
室
）


